
中心に研究し.しだいに若い1即℃の川)恐いについて妙を

進めていく｡

3) ニホンザルの環境評価

木村光仰 (京大･Et･林学)

ニホyザルが日然をどう認mL,それに基いてどのよ

うに行動しているかを,土地利用という級長から研究を

弛めている｡具体的には串瓜の植生を調査し,椎生,地

形に応じて,拝金,とまり切,休息切,遊牧Jt'-トをど

う決めているかの研究を行なっている｡

4) ニホyザルの群れの生物経済学的研究

岩本俊孝･小野勇一 (九大 ･理 ･生物)

抗企及.排旭丘を丑的に把握し,一応の同化丑を井定

する｡一万-日の移動丘を出し,代謝皿を井出する.そ

のた桝こ,当面授与された人工飼料をどれぐらい食べて

いるかを押え,ついで自然食物の摂食丑の盃的把掛 こ進

む｡また.粥の排班,一日の移動相掛 こついてもデーク

を典めている｡

5) デVメ-クーによるアクティビティーの測定

小野弟一 ･東和敬 ･土肥照夫 (九大･理･生物,

昭44 共同利用研究員)

野生ニホンザJt,のアクディビディーの研究は,今まで

にほとんどない｡テレメーターを使ってアクティビティ

-を測定し,日周t)〆ム,移動丑などを性,年齢,ステ

ークスを基料 こ調べる｡なお,迅動丑については前記岩

本の研究と関連させて仕事を進めていく｡ この研究に

紘,河合,三戸,文が共同参加している｡

研 究 発 表 (1968年4月～1971年3月)

輸 文

I)ボスず'/レの性と支配

河 合 雅 雄

〔自然,26(2), (1971)〕

(関係論文は社会部門参照)

学 会 発 表

1)テレメ-♂-によるニホyザルソ1)クl)の研究

河合稚拙 ･書損健二 ･充 滋 ･安藤 滋

日本生態学会第15回大会 (1968)

2)野生=ホンザルのアクティビティ ーの測定

河合雅雄 ･小野勇一･三戸梅代･安藤 滋 ･東 和敬

日本生態学会第17回大会 (1970)

サル類保健飼育管理施設

久保田鏡 (栄),萱倉尋実,松林清明

昭和43年6月,研究所の第1期工事が完成するに伴

い,いよいよ研究活動が始まろうとした時,所内教官,

共同利用研究者への,サルの供給に関する盃粟な関田が

発生した｡これは,以前から予想され,密成されていた

ことではあったが,研究用に使用するサルの入手困難と

いう状態が,現穴となった｡たとえは,44年1月,神経

生現部門で,捜性Rz験に位)べく成熟したマカタ (種は

問わず,大きさも.モンキーチェアにつけられるものと

いう,ゆるい条件)を水めたが,所内でやりくりがつか

ず,また,入荷の予測もつかなかった｡

同年4Jl,サル加保健飼群管理施設が,附属施設とし

て認められたが,研兜所開設以来,現在に空ろまで,FVr

内での研究用サルの飼育,および保位管理についての対

節は長期の展望にたって印を行なうことができず,応急

対恥 こ追われるのみであ.,た｡そのため,当研究所内で

サルを使う研究者に,多大の不便をかけ,研究の進捗を

著しく妨げている｡現在,初)恥こ比べ,かなり改申され

たとはいえ,極めて不充分な状態で,早急に改申されね

ばならない｡

40年度概井要求中(碍茶)は,琵長獅研究所開設の基

礎になったものであるが,そこで,9部門,5附属施設

を要求している｡この附属施設の中に,串良野外観察施

弘 情報セyクー,穴料象.飼育克 く宍験J7]サル飼育

令),工作虫があげられている｡ サル飼育虫においては

｢飼育環晩,および飼料を一定化すると共に,枚皮,衛

生管理などを厳正に行な.,て,飼育動物を健全に保持

し,動物宍験の椅皮を市め,研究の進展をはかることを

目的とする｣とある｡

飼育畠としては,990平方米 (300坪)2,850万円を要

求している｡また,人員としては,研究所全体で,133

人を要求している巾{･,研Ell. 技官2. 計3名を,飼

育畠要求としている｡研究所内で飼育するサルとして,

3年計河で大型60,中型1,050,小型300,計1,410頭を

予定し,その為の設偶として,4,895万円.他に,レン

トゲン設備.蒸穴城宙設鯛などを特殊附帯設備として要

求している｡サル購入鞭としては,5,400万円が要求さ

れている｡

この目的な満たし,1,300頭ものサJt'を管理すること

が,行政職員3名で可能とは,とても考えられないし,

990平方米の飼育壷に,1,000頭以上ものサルは入れら

れない.現在の地下のケ-ジ壷の面積は335平方米であ

る｡サル施設の使っている面積は1,320平方米である｡

枚皮もやることになっているが,その具体案は,全く記

されていない｡このことは現サル施設職員に非常な苦労

をかけるという結果になった｡このような事情の約-歩

の打開竹として,近藤所良はむつかしい不動産購入を行

うことを決め,率いにも昭和45年度に予井が認められた

那,購入固執 も 約4,000坪に終った｡現在,新政地に

検打合,飼育梯,放飼宍験切などの建設にかかるところ

である｡
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図-1 入荷ザルの月別推移 (46.3.31まで)

斜紋はモyキーセy8-よりの入荷分｡縦軸 (N)は頭
数,械軸は日付を示す｡

図-Ⅰは,関所以来,46年3月31日までに,研究所に

搬入されたサルの月別頭数をグヲフにしたものである｡

幻1婚】工印完成と共に搬入が始まっている｡

年度末の飼育数,年間出生数などをまとめたものが,

衣-Ⅰである｡

鼓-Ⅰ 年度別サル入荷頭数等閑

年度切El 42 43 44 45

総 入 荷 数 甜5 班98 叫270 A236

うち ニホyザル入荷数 5505042 92 105

JMCよりの 38224 42 13

ニホyザル 苛-
出 産 数 3 ■16

研究上の郡合で殺した頭数 81 82

関所直後,近藤所長は,サルの飼育職員を求めること

の囚嫌を予想し,その対餌として,新設された部門の技

官定員な流用することにし,43年1月,文部技官として

富谷浩が採任され,虫初からサルの飼育にあたった｡

一方,野外ケージの必安性がとなえられ,河合教授を

中心に放地内正門の近傍にケージを設計し,史用107万

円で,44年1月に完成した｡

技術職員については,日本モンキーセンターに協力を

求め,三輪宜勝が転職を森記され,43年4月赴任した｡

他方,馳崎晴刷が採用になり,同じく4月に潜任した.

これにより, サルの飼育は, この3名に より進められ

求:｡

しかし,サル施設の基本方針,ならびに,ケージその

他の施設の整備のはっきりした方針をうち立てる前に,

サルが日本をyキ-センターより搬入されたため,日常

の飼IHIC追われることになってしまった.また,3名の

定Elは,研究部門のそれを使ったので,部門での初期の

研究活動を低下させることになった｡年度の途中より,

岩本助教授が実質的に始まったサル飼育室の安任者にな

った (43年8月28日～44年3月31日)｡

43年度に入荷したサルは,6種98頭であり,その内訳

紘,チン/tンS7-1,ニホンザル42,ポy ネッ1.モンキ

ー5, タイワンザル24,カニクイザル2,I)スザル24で

あり,その費用は,1,602千円であった(年度末の生存頭

数は,54頭,衣-Ⅰ参照)｡

また同年には,技術職員の発意により,飼育部報が2

回発行された (10月10日,11月10日)｡所内の中筋適格,

親睦記軒, サルの解説等を載せた数ベーSJのものであ

る｡

昭和44年度には,概井要求で,サル朔保健管理部と,

サル類飼育部とを,附属施設として要求し,人並びに予

井においても,研究所の宍情に見合った要求をしたが,

結局,二つを併合したサJt'類保健飼育管埋施設として認

められた｡そして,-教官定員1,技官定員1がつき,設

備費1,393万円,維持費830万円が認められ,4月1日

より久保田戊が,併任の初代施設長に任ぜられ,まず検

疫体制を整えることを始めた｡

それに伴い,倣医師の宍格のある翌倉尋実が44年5月

1日,助手に任ぜられ,ついで技官として,栄餐士の貿

格を持つ上村突史子が,7月16日より採用された｡

そして,同8月1日より外国産サル購入の菜務を始め

るべく,仮の玖珠壷,その他の設備の準備を始めた｡挽

辞壷は,サルトt,-ニンF'用に脚入した7●レハブkl!物を

当分あてることにし く正門入って右),不完全ながら土

台床工事,下水 ･屯気配繰工事を行なった｡これに十分

な予井をふりむけなかったので,後に伝染病発生を研究

棟内で起こすことになゥた｡

まね 同年4月1日より,山口多夫子が郡務抱当とし

て,同じく7月に,古賀ツクエが,採用されたO翌45年

1月には,古橋末年,竹中栄太郎の両名が採用されたO

共同研究が,44年9月より開始されるに及んで,サル

の謁要が一段と高ま.,てきた｡

45年度に入り,教官定員1が認められ,松林前明が8

月15日,助手として蔚任した｡

43,44,45年度の実際に使用した総予井とそのうちの

サル購入費,およびサJI,施設人員を,表丁Ⅰに示した｡

表-Ⅰ 年度別サル施設概賓

年度項目 42 .43 44 45

人 . 負チ . 井 人 人 人 人

03(17ヲ円 9(1万円 ll(1万円万円07381,814 865

サ′触 (& 書芸 万円0万円160 万円268 万円236

万円 万円 万円 万円

(1)は併任
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最後に,44年以後の宍験殺されたサルの使用内訳を示す (衣-Ⅰ)0

恭一Ⅰの1

秤44年皮 lE.V.EVARTS久保田競 .二木宏明岩 本 光 雄共 富 田 守酒 田 英 夫同 ′)､ 川 肖研 渡 辺 悟.悶 淵 正 子究 坪 川 孝 志′J､ 計 l 178 J 315624 I 22_ 5914 一 55 45151292653

放牧については,別記のような指針で検疫活動を行な

.,ており,今までに問題となった疾患として,赤痢,結

核があげられる｡表-Ⅳに輸入したサルの換疫期間中に

検出した赤荊甫保田ザJI,の割合を44年度.45年度のデー

タをまとめて,粗別に示した｡
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表-Ⅵ 赤痢菌検出率

これによると,アカゲザルにおいては,20-30%の割

合で紺が見つけられていることがわかる.生化学的検査

で描出をわけたものを,衣-Vに示す｡

未-V 赤痢首の分類

区 分 芸JY晶ylボイ ド菌巨 ンネ菌 志賀菌

44年 朗 % 姐 % 曲 % 朗0 ノノ

アカゲザル 15 90 1 5 ~1 5 0

リ ス ザ ル 1100 0 00000
カニクイザル 2 40 0036000

皮 ′ト .汁 18 78 1 4 ･4 18 00
7'カケザル 11 42 ‥008 31 7 27

45 .0 ･0 0

I年 カニクイザル iOO.00002100

皮 小.汁 11 38 00 皇9 31:9 31

I

峻攻)切JIU中のサルの死亡率は,20-28%に透し,大半 :

ほ,柴並状娘不良による袋弱死であった｡表-11に示す｡
T 7

朱-11 検疫期間中の死亡

衣-I)の1

孤 痩数 批 士 結核 計 亡翠

カ ニアリス ロブ タイ ザル .カ 〆 ザ ルス ザ ル- ロ リスク オ ザ ル 一昔 2mg芯 l完 朋 瓦貞1日el 4aAz25 523 752 5043 29

検疫関係では,赤痢菌保菌ザルを兄い出すことができ

ないで研究棟へ搬入してしまい,感染を起こした例 (44

年度 1回,45年度 1回)があり,万全の粥を施す必要が

ある｡

そのためには,完備した枚疫室員の充足,研究棟地下

の下水処理の整備が,絶対必要である｡

当研究所での検疫の指針

イ)検疫期間

通常9週間おこなっている｡ある入荷群で,10%以

上が原田不明で死んだ 場合, 結核 ･Bウイルス病 ･

Frankfurt-Marburg 病などの疑いで殺処分された

サルがでた場合には,その群全体の検疫期間を,その

時点からさらに9週間延長して観察を続けることにし

ている｡ ■

ロ)飼育ケージ '

原則 として個別飼育ケ-ジを使用している｡

ノ､)検 査
l

入荷時に一般臨床検査,ツベルグ1)ン反応検査,

体重測定･個体識別のため入墨をおこなわている｡】
･換没期間中とくに重視している感染病およびその病

状,処既などを列挙すると次のとおりである｡

脹庖,浪癌などを注意し観察する｡班わしい個体
l

は殺処分 (焼却)o

ii)Frankfurt-Marburg 病 :自然感触の場合は

未報告O突放感染では,感染後2-6日で発熱,

全身の点状出血が認められ,急激に消耗し,6-

13日後死亡と報告されているので,自然感染でも

実験感染の場合とほとんど同じであると考えられ

るので前記の症状がでたら殺処分'(焼如)｡

iii)狂犬病 :落ちつかぬ顔つきでケ-sJ内にうず く

まった り,自分の四肢を攻んだり,狂娘状態にな

ったり,多塵のよだれが認められたりしたとき,

本病の疑いがあるので栽処分 (焼却)｡

iv)結核 :入荷時および検疫期間終了1週間前にツ

ベルク1)ン反応検査を行ない,陽性例は,屠殺処
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分 (焼却)｡

V)細田性赤刑 :枚皮期間中に合計3回の枚益を行

ない,田陽性個体については.症状に応じて,衣

処分 (焼却),陥舵,投燕治流を行なう｡

ニ)枚成虫内でサルに按する切合

防諜衣朔 (マスク･帽子 ･ゴム手袋 ･ゴム長靴 ･

作紫衣 ･ピニーJt'約775など)を潜用している｡

研 究 概 要

(1) リスザルの日周期性活動リズムの研究

萱 倉 尋 宍

1)スザルの日周期性活動1)メムがいろいろな明暗条

件にどのように適応していくかを観察している｡

(2)夜行性サルの陸眠解析

立食尋宍 ･松林研明

特殊な生活に適応した夜行性のヨザルの脳内に捜性

花伝を埋込み,脳波計でポ1)ダウフ的観茶を行なって

いる｡

(3) マカタの免床学的妊娠診断の研究

松 林 清 明

従来の生物学的妊娠診断と同程度の朽度を持ち,は

るかに手軽な診断法を開発することを目的として,釈

究を進めており,抗HCG血柄 (根毛性性腺刺激ホJL,

モソに対する抗血桁)と,HCG感作羊赤血球を使っ

た血球頗典阻止反応が充分応用できる ことを見出し

た｡

この原理を用いて更に定立まで進めるような検討を

行なっている｡

(4)マカタの排卵期推定の為の基礎研究

松林蒋明 ･登食尋宍

効率の商い宋苑法を確立するため,深部体温述税測

定による月経周期内体温変動と尿中エストロゲンの波

度変動を調べている｡

(5) マカタ精液の頭取法に関する基礎研究

松 林 約 明

ペニスまたは直腸に,屯瞳を装匿し,屯EE,屯流刺

激部位を種々に変えながら精液採取に最も良い条件を

調べているO射精後の精液の故国を防ぎ,または,逮

やかに溶解させる方法も検討中である｡

研 究 発 表 (1969年4月～1971年3月)

政 文

(1)A prellm王naryreportofcoldvasodllation

reactlonoffingerlnmacaque.

ShlroRondo.HIromlTokuraand

NorikatSuMIwa

〔J.Anthrop.Soc.Japan(inpress)〕

(2) サJt'の温熱性代射性反応測定法●

Ftl山同地 ･相 哲郎 ･永坂鉄夫

丑余市yl･只木英子

〔名古庄大学環境医学研究所年報.22,27-32(1970)〕

学 会 発 表

(1) 盃貝類の琴玲血管反応-予報一

望余市リ三･近藤四郎

茄23回入婿学会,民族学会迎合大金 (1969)

(2) I)スザル (SaZmlrlSClureuS) の C1rcadZan

Rhythm とZeitgeberの位相の移動

翌 分 布 宍

約69回日本猷医学会 (1970)

(3) ヒトの体温の日内変動

玉食尋宍 ･苗木健太郎

節47回日本生理学会総会 (1970)

(4) サルの温熱性代謝性反応観察記録法■

中山昭蛙 ･掘 哲郎 ･永坂鉄夫

只木英子 ･立食尋宍

爪16回中部生理談話会 (1970)

(5) 男熱窄冷環脚 こおける=ホyザルの生理的反応書

聖食帝宍 ･中山昭拙 ･掘 哲郎

永坂鉄夫 ･只木英子

節15回7'l)マーチス研究会 (1971)

.昭和45年度共同利用研究
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